
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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四郎田  桂一
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向 田  英 章
市 川  健 吾
藤 沢  健 次
藤 沢  竜 弥

　「鍾馗」は中国や日本に伝わる魔除けの神様です。
　備後風土記には、みすぼらしい姿の武塔神（むとうしん）が一夜の宿を頼み、貧しいながらも温かくもてなした家族に「茅の輪
（ちのわ）」を腰に巻くよう言い残し、村中に疫病が流行った際にその家族は助かったという伝説があります。
　神楽の演目「鍾馗」はこの伝説などから創作された物語で、須佐之男命（すさのおのみこと）の化身が鐘馗大神と名乗り、民の
命を奪おうとする大疫神（だいえきしん=疫病の神）と戦います。
　姿なき大疫神を左手に持つ茅の輪で捕らえ、右手の剣で見事退治します。

第二幕『鍾馗』（しょうき）
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神倭磐余彦命
道 真 命
長 髄 彦
賊

岡 杖  康 弘
藤 沢  竜 弥
市 川  健 吾
三 田  玲 司
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向 田  英 章
向 田  拓 夫
藤 沢  健 次
四郎田  桂一

　神武天皇の長すね彦征伐という神話を二神二鬼で舞います。
二相の「連れ舞」に四人が四隅を巡ることを組み合わせた新鮮な鬼舞のイメージです。
ねばった所作を抑え、テンポ感に頼った爽やかな舞を目指しています。
※「だれにも分かる大元神楽」　市山公民館等から引用

第一幕『神武』（じんむ）

才乙旭神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　才乙大歳神社の神祭を中心に活動している、10名たらずの神楽団です。
先輩方々の伝統を受け継ぎ、日々練習に励んでおります。
これからも地域の皆さんに喜んで頂けるよう活動してまいりたいと思っております。

さいおとあさひかぐらだん


